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はじめに

三重大学は、2022（令和4）年12月の「三重大学ダイバーシティ＆インクルージョン宣言」において、次の

3つの基本方針を表明しました。

⒈三重大学は、すべての大学構成員がダイバーシティ＆インクルージョン推進の意義を正しく理解する

とともに、その意識の醸成に努め、併せて社会への情報発信、関係機関との協調・連携を進めます。

⒉三重大学は、すべての大学構成員が人種、民族、国籍、性別、性的指向、性自認、年齢、障害、宗教

等の事由により差別されることのない教育、研究、就労の環境を整備し、多様な人材の確保・育成に積

極的に取り組み、大学の意志決定において多様な構成員の意見が反映できる体制を構築します。

⒊三重大学は、すべての大学構成員がワーク・ライフ・バランスを実現し、心身の健康を保ちながら

個々の個性と能力を最大限発揮できるよう、支援体制の整備・充実を目指します。

学長をトップとする三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部が設置され、この基本方針に基づ

き、推進計画とアクションプランが策定されました。同推進本部の下に、ダイバーシティ・インクルージョン

推進専門委員会が置かれ、ダイバーシティ・インクルージョンの推進に係る調査・分析や具体的方策の実施が

付託されることになりました。また、2名の兼務教員を加えて、ダイバーシティ・インクルージョン推進室を機

能強化しました。令和4年4月には、一般事業主行動計画（次世代育成支援推進法及び女性の職業活躍における

活躍の推進に関する法律一体型：令和4年度～8年度の5年間）を発出し、女性教員比率と男性職員の育児休業取

得率についての数値目標を掲げています。

4月から8月まで教養教育の授業「男女共同参画と多様性」をZoomおよびハイブリッド方式で15回開講し、学

生への啓発を行いました。また、2019（平成31・令和元）年度から本格的に開始した「育児等との両立のため

の研究補助者雇用経費助成事業」を前期と後期に分け実施し、2022（令和4）年度は、のべ22人の教員が助成を

受け、「研究の継続に役立った」と好評でした。e-LearningによるFD/SDとしてアンコンシャスバイアスについ

て全教職員へ向けての啓発につとめました。

今後も、学内外のさまざまな知恵を集めて、みんなで考え、学生・教職員の一人一人が互いを尊重しあいな

がら活躍できるよう、男女共同参画・ダイバーシティ推進のために事業を展開していきますので、皆様のご協

力をお願いいたします。

2023（令和5）年3月

三重大学副学長（ダイバーシティ担当）

村田 真理子
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Ⅰ 特 集

三重大学は、従来の大学運営と教育研究組織を根本的に見直し、教育・研究・社会貢献・医療の各領

域における、今後の活動目標となる「三重大学ビジョン2030」を策定・公表しました。

参照： https://www.mie-u.ac.jp/profile/files/1cf102e9b27ad891c671cee1ec75b4b1.pdf

この「三重大学ビジョン2030」の掲げる目標を達成するためには、国際社会との繋がりを深め、地域社

会と連携して活躍できる人材育成が必要です。

そのためには、ダイバーシティ＆インクルージョンの推進が最重要であり、その認識のもと、このた

び、三重大学としての基本方針を掲げ、ダイバーシティ＆インクルージョン推進を宣言するとともに、
『三重大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進計画』及び『「三重大学ダイバーシティ＆インクー

ジョン推進計画」に基づくアクションプラン』も併せて、策定・公表しました。

三重大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進宣言

令和４年１２月２７日
三 重 大 学

三重大学は、2008（平成20）年の「三重大学男女共同参画宣言」に基づき男女共同参画を推進してき

ました。ダイバーシティ＆インクルージョン（多様性とその受容）の推進に向けて、誰一人取り残さな

いというSDGsの理念と本学基本理念のもと、大学構成員である学生・教職員の一人ひとりが互いの個性

を理解し、尊重し合いながら活き活きと活躍できる大学を目指します。

三重大学は、地域共創大学として、以下の基本方針を掲げ、ここにダイバーシティ＆インク

ルージョン推進を宣言します。

ダイバーシティ＆インクルージョン推進のための基本方針

⒈ 三重大学は、すべての大学構成員がダイバーシティ＆インクルージョン推進の意義を正しく理解

するとともに、その意識の醸成に努め、併せて社会への情報発信、関係機関との協調・連携を進め

ます。

⒉ 三重大学は、すべての大学構成員が人種、民族、国籍、性別、性的指向、性自認、年齢、障

害、宗教等の事由により差別されることのない教育、研究、就労の環境を整備し、多様な人材の確

保・育成に積極的に取り組み、大学の意思決定において多様な構成員の意見が反映できる体制を構

築します。

⒊ 三重大学は、すべての大学構成員がワーク・ライフ・バランスを実現し、心身の健康を保ちなが

ら個々の個性と能力を最大限発揮できるよう、支援体制の整備・充実を目指します。
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三重大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進計画

令和４年１２月２７日

三重大学は、「三重大学ビジョン２０３０」の策定を受け、「三重大学ダイバーシティ＆インクルー

ジョン推進宣言」を発するとともに、「ダイバーシティ＆インクルージョン推進のための基本方針」を

定め、この基本方針に基づいた推進計画を次のとおり策定する。

【目標１】ダイバーシティ＆インクルージョン推進に係る本学構成員への意識啓発・理解

促進とステークホルダーへの情報発信、協調・連携を行う。
【対策】

・ ダイバーシティ＆インクルージョン推進の意識啓発・理解促進のため、セミナー等の開催やe-Le

arningの実施及び授業の充実を図る。

・ ダイバーシティ＆インクルージョンについての認識・行動の現状を把握するため、大学構成員か

ら情報を収集する。

・ 三重大学のダイバーシティ＆インクルージョンに関する考え・取り組み等について広く情報を発

信するとともに、ステークホルダーからの評価や要望を受け入れる体制を構築する。

・ 理系学部のジェンダーギャップに対する意識を啓発する。

・ 他の高等教育機関等の取り組みやイベント等の情報を提供する。

・ ダイバーシティ＆インクルージョン推進に取り組む組織や地域の自治体等との協調・連携を推進

する。

【目標２】ダイバーシティ＆インクルージョン推進に係る環境整備と必要な措置・制度の

構築を行う。

【対策】

・ 教職員の適切な年齢構成、性別、国際性、障害の有無等、多様な人材の確保等を含めた総合的な

人事方針を策定する。人種、民族、国籍、性別、性的指向、性自認、年齢、障害、宗教等の事由

により差別されることがないように配慮する。

・ ダイバーシティ＆インクルージョン推進のための指標として、令和12年（2030年）までの三重大

学の数値目標を定めるとともに、本学の数値目標達成のため、部局における数値目標を定める。

・ 本学の数値目標及び部局における数値目標の達成状況及び進捗状況を定期的に確認する。

・ ダイバーシティ＆インクルージョン推進のため、ポジティブ・アクション（積極的改善措置）を

導入する。

・ 若手研究者や女性研究者及び外国人研究者のための支援拡充・研究環境を整備する。

・ 理系学部のジェンダーギャップに対する具体的な対策として、女子学生・女性研究者の増加策を

講じる。

・ 障害のある学生或いは教職員が活躍するために、当事者と共に考え、当事者中心の支援を行う。

・ 留学生及び外国人教員への支援を行う。

【目標３】仕事と個人生活とのバランスに配慮し、ダイバーシティ＆インクルージョン推

進の観点から必要な支援を行う。
【対策】

・ 現行の「三重大学ワーク・ライフ・バランス応援ハンドブック」の充実を図る。

・ 誰もが年次有給休暇や特別休暇を取得しやすい環境を整備する。

・ 男性の教職員が育児休業を取得しやすい体制づくりと組織風土を醸成する。

・ 学内保育園を機能強化し、教職員に対する支援の向上を図る。

・ 所定外労働時間の削減を図る。

・ 研究と育児・介護等との両立支援のための方策を維持、拡充する。

・ 大学構成員に対する相談体制の整備を図る。

その他

計画期間中における状況の変化等を踏まえ、本計画を弾力的に見直し、変更できるものとする。
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「三重大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進計画」に基づくアクションプラン

4



「三重大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進計画」に基づくアクションプラン
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Ⅱ ダイバーシティ・インクルージョン推進本部等の活動

令和4年4月より男女共同参画推進委員会はダイバーシティ推進委員会に発展的に改組・継承されました。

さらに、令和4年12月にダイバーシティ・インクルージョン推進本部が設置されたことに伴い、ダイバーシ

ティ推進委員会は廃止されダイバーシティ・インクルージョン推進専門委員会に継承されました。

⒈ ダイバーシティ推進委員会（いずれもZoom会議）

⒉ ダイバーシティ・インクルージョン推進専門委員会（Zoom会議）

⒊ ダイバーシティ・インクルージョン推進本部会議

⒋ 育児等との両立のための研究補助者雇用経費助成

本事業は、教員が出産、子育て又は介護と研究の両立ができるよう支援するために、研究補助者を雇

用する経費を助成するために、平成29年度後期分から試行として始め、平成30年度前期分から本格実施

としている本学の男女共同参画を含むダイバーシティ・インクルージョン推進活動のメイン事業です。

令和4年度は、前期12名，後期11名の合わせて23名から育児等の理由で助成の申請があり、助成該当理

由の内訳は、育児が22名、介護が1名、育児・その他が1名で、申請者全員に助成を行いました。
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※ 本事業は、申請者を選考して落とすのではなく、可能な限り（予算の許す限り）困窮者を広

く支援することを趣旨としています。

育児等との両立のための研究補助者雇用経費助成実績
（平成29年～令和4年度）

⒌ ダイバーシティ＆インクルージョン推進に関するe-Learning研修

令和4年12月に「三重大学ダイバーシティ＆インクルージョン（以下｢D&I｣という。）推進宣言」

を公表し、その基本方針に基づく取り組みとして、全教職員を対象としたe-Learning研修を実施しま

した。研修内容は、昨年度に引き続き、アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）を取り上げま

した。大学という組織の中で、アンコンシャス・バイアスが発生した場合、教職員の採用や登用、

評価等に影響を及ぼし、ひいては離職やハラスメントに繋がる可能性があります。全ての教職員が

自身の行動や言動に潜む偏見を意識する必要があり、本年度の研修を企画しました。

受講者数は、1,252名でした。

研修の趣旨等は以下のとおりです。

趣 旨: 大学の職員として、認知しておくべきダイバーシティ＆インクルージョン推進に係

る知識の習得と意識向上を図る。

研修内容:「 大学等における無意識のバイアス研修プログラム」の実施及び研修資料の通読

研修資料:「 大学における多様性を推進するための教員採用マニュアル」

D&I推進宣言

D&I推進計画

「D&I推進計画」に基づくアクションプラン

※令和2年度文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（調査分

析）」に採択された名古屋大学、岐阜大学及び国立女性教育会館のグループが

作成した「大学等における無意識のバイアス研修プログラム」、「大学におけ

る多様性を推進するための教員採用マニュアル」を活用させていただきまし

た。
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対 象 者: 全教職員（統一アカウントを発行されている常勤・非常勤の役員・教職員）

※非常勤講師、TA・RA、学生職員を除く。

受講期間: 令和5年2月22日（水）～令和5年3月31日（金）

「大学等における無意識のバイアス研修プログラム」のウェブサイト
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「大学等における無意識のバイアス研修プログラム」で使用するチェックシート１
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「大学等における無意識のバイアス研修プログラム」で使用するチェックシート２
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大学における多様性を推進するための教員採用マニュアル（その１）

11



大学における多様性を推進するための教員採用マニュアル（その２）
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大学における多様性を推進するための教員採用マニュアル（その３）
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大学における多様性を推進するための教員採用マニュアル（その４）
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大学における多様性を推進するための教員採用マニュアル（その５）
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大学における多様性を推進するための教員採用マニュアル（その６）
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Ⅲ 全学共通教育授業

全学共通教育において「男女共同参画と多様性」授業を開講

2022(令和4)年度前期、教養教育校舎3号館1131番教室において、コロナ感染症の感染対策を実施（第1～

3回は、オンライン授業）した上で現代理解特殊講義「男女共同参画と多様性」を開講しました。この授業

は、三重大学ダイバーシティ推進委員会の委員が講師となり、地方公共団体等からゲストスピーカーを迎

えて、オムニバス形式で実施しました。今年度の授業には、中国・天津師範大学からの留学生16名を含む5

2名の学生が履修登録し、日本、三重県、三重大学の各部局における男女共同参画を含むダイバーシティの

取り組みや課題、さらに、LGBT及びライフプラン等について学びました。

各授業資料表紙、授業日及び講師名

第１回 4月15日

村田 真理子 副学長

第２回 4月22日

朴 恵淑 特命副学長

第３回 5月 6日

ゲストスピーカー

天春 孝映 氏

第４回 5月13日

ゲストスピーカー

川北 睦子 氏

第５回 5月20日

ゲストスピーカー

荻原 くるみ 氏

第６回 5月27日

森脇 由美子 委員

第７回 6月 3日

國仲 寛人 委員

第８回 6月10日

宮田 千春 委員

第９回 6月17日

駒田 諭 委員

第10回 6月24日

福﨑 智司 委員

第11回 7月 1日

水谷 泰子 委員

第12回 7月 8日

宇野 貴浩 委員

第13回�7月15日

下村�智子�委員

第14回 7月22日

江藤 みちる 委員

第14回 7月22日

ゲストスピーカー

一般社団法人 ELLY

第15回 7月29日

ゲストスピーカー

田中 佳世 氏
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現代社会理解特殊講義「男女共同参画と多様性」シラバス

科目の基本情報

開 講
2022（令和4）年度

年 度

開 講
教養教育・教養統合科目・国際理解・現代社会理解

区 分

受 講

学部（学士課程）1年次，2年次，3年次，4年次，5年次，6年次対 象

学 生

授 業 現代社会理解特殊講義

科 目 げんだいしゃかいりかいとくしゅこうぎ

名 Lecture Course in Understanding Modern Society

授 業

男女共同参画と多様性テ ー

マ

単 位
2単位

数

ナ ン バ

libr-comp-MOSL1211-003リ ン グ

コード

開 放
非開放科目

科 目

分 野 人文（2014年度（平成26年度）以前入学生対象）

開 講
前期

学 期

開 講
金曜日 3，4時限

時 間

4月15日～5月6日オンライン授業，5月13日～対面授業

＊状況により変更される可能性があるので定期的に確認してください。

授 業 「オンライン授業」・・・オンライン会議ツール等を利用して実施する同時双方向型の授業

形 態 「ハイブリッド授業」・・・「対面授業」と「オンライン授業」を併用した授業

「オンデマンド授業」・・・動画コンテンツの配信等によって実施する授業

開 講

場 所
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○村田 真理子（医学系研究科）,森脇 由美子（人文学部）,國仲 寛人（教育学

部）,江藤 みちる（医学系研究科）,宮田 千春（医学系研究科）,水谷 泰子（医

学部附属病院）,駒田 諭（工学研究科）,宇野 貴浩（工学研究科）,福﨑 智

司（生物資源学研究科）,下村 智子（高等教育デザイン・推進機構）,朴 恵

担 当 淑（地域イノベーション学研究科）,川北 睦子（ゲストスピーカー）,天春 孝

映（ゲストスピーカー）,荻原 くるみ（ゲストスピーカー）

教 員 ○MURATA Mariko,MORIWAKI Yumiko,KUNINAKA Hiroto,ETO Michiru,MIYATA Chiha

ru,MIZUTANI Yasuko,KOMADA Satoshi,UNO Takahiro,FUKUZAKI Satoshi,SHIMOMU

RA Tomoko,PARK Hye-Sook,KAWAKITA Chikako,AMAGASU Kouei,OGIHARA Kurumi

村田 真理子 mmurata＠med.mie-u.ac.jp

ダイバーシティ推進室 danjo＠ab.mie-u.ac.jp

【教員名】 荻原 くるみ

実 務 【実務経験の内容】（公財）三重県文化振興事業団

経 験 三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」所長

の あ 【授業内容との関連性】 男女共同参画と多様性について多方面から考え，活動

る 教 できるよう，社会の様々な分野における男女共同参画推進活動等について学ぶ。

員 三重県における男女共同参画を含むダイバーシティに関する方針や各種取組及

び課題について紹介することで，ダイバーシティ社会を実現するには何が必要か

考えさせる。

ＳＤＧｓ

の目標

連 絡
＊状況により変更される可能性があるので定期的に確認してください。

事 項

学修の目的と方法

男女共同参画を含むダイバーシティ（多様性）について多方面から考え，活動で

授 業 の きるよう，社会のさまざまな分野におけるダイバーシティに関する取組み等につ

いて学ぶ。

概 要 オムニバス方式で，本学教員とともに，企業経営者及び自治体職員等のゲストス

ピーカーを交えて指導する。

学 修 の 男女共同参画を含むダイバーシティ社会を実現するには何をすべきかを考えさ

目 的 せ，意識向上を図る。

学 修 の 男女共同参画を含むダイバーシティ社会について，正しく理解する。

到 達 目 社会の様々な分野におけるダイバーシティに関する知識やノウハウを修得する。

標 ダイバーシティ社会の実現に向けて主体的に活動できるようになる。
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ディプロ ○学科・コース等の教育目標

マ・ポリ ○全学の教育目標

シー 感じる力

・○感性

・○共感

・ 主体性

考える力

・○幅広い教養

・ 専門知識・技術

・ 論理的・批判的思考力

コミュニケーション力

・○表現力（発表・討論・対話）

・ リーダーシップ・フォロワーシップ

・ 実践外国語力

生きる力

・○問題発見解決力

・ 心身・健康に対する意識

・○社会人としての態度・倫理観

成績評価

2
3 以上の出席を条件に，授業（20％）及びレポート2回（80％）で評価する。方法と基

準

授業の方
講義

法

授業の特 キャリア教育の要素を加えた授業

徴 その他，能動的要素を加えて授業（ミニッツペーパー，シャトルカードなど）

担当教員が，セミナー等で得たダイバーシティ＆インクルージョンに関する新た

授業改善 な知見の共有や受講生を対象に行っている意識調査の意見を反映して改善する。

の方法 また，Zoomのブレイクアウトルーム機能を活用したグループワークなどによ

り，オンライン授業の質の向上を図る。

教科書 講義の初めにテキストや参考書について提示する。

参考書 講義の初めにテキストや参考書について提示する。

本科目の取りまとめ役 村田真理子への連絡については，メールで相談あるい

オフィス は，メールで事前に予約すれば対応可。

アワー その他の講師については，三重大学ダイバーシティ推進室にメールで月曜日～金

曜日の午前9時～午後4時まで問い合わせ可。

受講要件 特にありません。

予め履修

が望まし

い科目

発展科目

その他
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キーワード
男女共同参画，多様性，女性活躍支援，次世代育成支援，ワーク・ライ

フ・バランス

Key Word（s）
gender equality，diversity，women’s advancement support，

next-generation developmnet support，work-life balance

学修内容

第 1 回 村田 真理子 「オリエンテーション・ダイバーシティとは？」

第 2 回 朴 恵淑 「ダイバーシティ社会と

持続可能な開発目標（SDGs）」

第 3 回 天春 孝映 「男女共同参画と多様性に関する三重県の取組み」

第 4 回 川北 睦子 「多様性の時代と企業という働き方」

第 5 回 荻原 くるみ 「ジェンダー平等をめざして」

第 6 回 森脇 由美子 「歴史のなかの男女共同参画

- アメリカの事例を中心に -」

第 7 回 國仲 寛人 「科学技術分野におけるダイバーシティ」

第 8 回 宮田 千春 「ヘルスケア分野におけるダイバーシティ」

第 9 回 駒田 諭 「エンジニアの仕事における男女共同参画」

第 1 0 回 福﨑 智司 「衛生管理技術に欠かせない女性の経験知」

第 1 1 回 水谷 泰子 「大学病院におけるダイバーシティ、

男女共同参画の推進」

第 1 2 回 宇野 貴浩 「工学研究科における男女共同参画の推進」

第 1 3 回 下村 智子 「ダイバーシティ社会における教育」

第 1 4 回 江藤 みちる 「ダイバーシティとワーク・ライフ・バランス」

第 1 5 回 田中 佳世 「ライフプランを考える」

男女共同参画，ダイバーシティに関するマスメディアの情報を収集

事前・事後学修の し，授業の内容に照らし合わせながら，自分の考えを深めること。

内容 専用のノートを作成し，レポート作成のための資料とする。

事前学修の時間:120分/回 事後学修の時間:120分/回

＊成績評価方法と基準について
2
3 以上の出席を条件に評価する。

ただし，出席確認の不正（出席確認後の退出など）があった場合又は授業中に私語等

の迷惑行為をした場合，単位は一切認めない。

⑴ 出席（20％）

⑵ レポート2件（80％）

①授業の15個のテーマの中から，自分の気に入った授業のテーマを2つ選んで、レ

ポートを2つ作成する。

②各レポートの字数は1,500字以上（参考文献の文字数を含む）。

横書き，A4サイズで作成。

各レポートには参考文献を 2本以上使用すること（参考文献とは，そのテーマ
にちなんだ書籍や論文のこと。参考文献の出版年月，著者名，タイトルを明記

する）。

各レポートには，レポートのタイトル，自分の気に入った授業のテーマ，学籍

番号，氏名の項目を忘れずに明記すること。

③提出期限:8月5日（金）

④提出場所:Moodleの現代社会理解特殊講義/男女共同参画と多様性レポート提出

BOXへ。
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Ⅳ 部局の取組み

⒈ 教育学部教務委員会

令和5年2月1日（水）に、教育学部4年生対象のLGBTQ講演会を行いました。講演会はオンラインで行

われ、教職員を含め118人の参加者がありました。

今年度は宝塚大学看護学部教授の日高庸晴先生に「LGBTQの児童生徒の存在を認識した学校での取り

組み」という題目で、講演をしていただきました。講師の日高先生は、法務省企画の人権啓発ビデオ

の監修や、文部科学省の教職員向けの資料作成等にも携わっておられます。また、テレビ出演や新聞

への寄稿等多方面で活躍されている、国内のLGBTQ研究の第一人者です。 1時間半の講演では、全国で
6％ほどいると言われているLGBTQの人達の現状や、教育現場における「性的指向と性自認」に関する

政府の取り組み、また教育現場や自治体ですぐに実施可能な取り組みについて紹介していただきまし

た。特に、教育現場においては教員研修による教員間の理解と意思統一が重要だということに触れら

れ、受講生たちにも赴任先で積極的に取り組んでほしいとの呼びかけがありました。講演内容のほと

んどは、ご自身の研究の中で得られた多くの統計データに基づいており、それらのデータを示しなが

ら保護者や地域を巻き込んで、LGBTQの生徒に対する取り組みを推進することが重要であるというお話

もされました。

最後の30分間は質疑応答の時間に充てられましたが、学生服の多様性や、学校現場での催しの際の

生徒対応に関する学生達の質問に、丁寧に答えていただきました。学生からの質問は少なめでした

が、講演会後にオンラインで実施したアンケートでは、講演の内容に関する感想や意見が多数寄せら

れ、多くの学生がさまざまな思いや考えを持って講演を聴いていたことが伺えました。これから教育

現場に就職する学生達の心に十分響く講演会となったようです。

⒉ 工学部男女共同参画推進委員会

⑴ 女子学生数増の取り組み

工学部ホームページ内の受験生向け「女子学生でも大丈夫か知りたい」

（https//www.eng.mie-u.ac.jp/futurestudents/isitok/）で随時情報を発信しています。

工学部では，毎年オープンキャンパスにおいて，高校の女子生徒と保護者を対象に「女子学生

による進路相談コーナー」を設置して，工学部に興味を持つ女子生徒等の相談に工学部および大

学院工学研究科の女子学生が，自らの経験をもとに対応してきました。昨年度はWebにより質問を

受け付け，女子学生が回答しましたが，今年度は対面で開催し，11名が相談に訪れました。

高校で行われる出前授業において，5名の女子学生に同行してもらい，自らの体験などを話して

もらいました。

⑵ 在学女子学生サポートの取り組み

工学部ホームページ内の在学生向け「女子学生さんのための相談コーナー」

（https//www.eng.mie-u.ac.jp/studnt-o/girl-studnt-o/）で，「女子学生さんが三重大学で

勉学・研究をするにあたって改善して欲しい点」などのご相談・ご要望を受け付けています。ま

た，女子学生からの女子学生増に関するアンケートも実施しております。昨年度実施したアン

ケートに対する回答を掲載し，次年度の取り組みの検討を行いました。
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Ⅴ 地域との連携

⒈ 三重県との連携

⑴フレンテまつり

今年度は、2022（令和4）年6月23日（木）～8月31日（水）の間、三重県男女共同参画センター

「フレンテみえ」のホームページ上に開設された「フレンテまつり特設サイト」で開催された「

フレンテまつり」に参加しました。

また、「フレンテまつり」開催期間中の7月17日（月）からは、「フレンテみえ」のエントラン

スにてパネル展示も行いました。

この催しは、フレンテみえの登録団体が一堂に集まって、活動発表や情報交換等を行うもの

で、三重大学は例年、協力機関として参加し、本学の男女共同参画推進活動を紹介するパネル展

示を行い、来訪者に本学の取り組みを理解していただくとともに、三重地域の男女共同参画をさ

らに推進するために情報交換を行ってきました。

ポスター展示の様子 三重大学男女共同参画推進活動紹介ポスター

⑵特別講義

三重県ライフプラン教育アドバイザー派遣事業により、2022（令和4）年7月29日、教養教育

「男女共同参画と多様性」の受講生を対象に、教養教育校舎3号館1131番教室で田中佳世 産婦人

科医師を講師に「ライフプランを考える」をテーマに特別講義を行いました。

⒉ 津市との連携

2022（令和4）年11月26日（土）に津リージョ

ンプラザで開催された令和4年度津市男女共同

参画フォーラム「わあむ津」に参加しました。

本学は、訪れた市民の皆様に本学の取組みを理

解していただくため、男女共同参画推進活動を

紹介するパネル展示及び関連資料の配布を行い

ました。また、参加団体の方々と意見交換を行

い、相互理解を深めました。

推進活動紹介パネルと来場者
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Ⅵ 国立大学協会の取組み

国立大学協会では、平成23（2011）年2月に「国立大学における男女共同参画推進について-アクショ

ンプラン-」、平成28（2016）年1月に「国立大学における男女共同参画推進について-アクションプラン

（2016年度～2020年度）-」を策定し、毎年その達成状況を検証してきた。

しかしながら、これまでの計画に掲げられた数値目標は依然として未達成であり、令和3（2021）年以

降についても引き続き、国立大学における男女共同参画を推進するために、政府目標等を踏まえつつ、

令和3（2021）年度から令和7（2025）年度（令和3（2021）年4月から令和8（2026）年3月）の5年間を見

通して国立大学が達成すべき目標とそのために取り組むべき事項を、令和3（2021）年1月に「国立大学

における男女共同参画推進について-アクションプラン（2021年度～2025年度）-」を取りまとめた。

https://www.janu.jp/wp/wp-content/uploads/2021/03/danjyo_actionplan2021-2025.pdf

三重大学の男女共同参画推進進捗状況調査結果（2022（令和4）年5月1日現在）
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Ⅶ 資 料

⒈ 三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進組織図

⒉ 三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部規程

（令和4年11月22日規程第884号）

（設置）

第 1条 三重大学に，三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部（以下「推進本部」とい

う。）を置く。

（審議事項）

第 2条 推進本部は，次に掲げる事項を審議する。

⑴ ダイバーシティ・インクルージョンの推進に係る基本方策に関する事項

⑵ ダイバーシティ・インクルージョンの推進方策の企画，立案及び実施に関する事項

⑶ ダイバーシティ・インクルージョン推進に関する分析及び評価並びにそれらの公表に関する事

項

⑷ ダイバーシティ・インクルージョンの推進のために必要な広報及び啓発活動に関する事項

⑸ その他ダイバーシティ・インクルージョン推進に関する事項

（組織）

第 3条 推進本部は，次に掲げる本部員をもって組織する。

⑴ 学長

⑵ 各理事

⑶ 各副理事

⑷ ダイバーシティ・インクルージョンの推進を担当する副学長

⑸ ダイバーシティ・インクルージョン推進室（以下「推進室」という。）兼務の大学教員

⑹ 企画総務部長

⑺ その他本学の職員のうちから推進本部が必要と認めた者

（任期）

第 4条 前条第7号の本部員の任期は，2年とし，再任を妨げない。ただし，本部員に欠員が生じた場

合の後任の本部員の任期は，前任者の残任期間とする。

（本部長）

第 5条 推進本部に本部長を置き，学長をもって充てる。

2 本部長は，本部会議を招集し，その議長となる。
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3 本部長に事故があるときは，あらかじめ本部長が指名した本部員が，その職務を代行する。

（会議）

第 6条 推進本部は，本部員の3分の2以上の出席をもって成立する。

2 推進本部の議事は，出席本部員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところ

による。

（委員以外の者の出席）

第 7条 推進本部が必要と認めたときは，本部員以外の者を出席させ，意見又は説明を聴くことがで

きる。

（専門委員会等）

第 8条 推進本部は，三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進専門委員会（以下「専門委員

会」という。）を置く。

2 専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。

3 推進本部は，推進室を置く。

（庶務）

第 9条 推進本部の庶務は，推進室において処理する。

（雑則）

第10条 この規程に定めるもののほか，推進本部の運営に関し必要な事項は，推進本部が別に定め

る。

附 則

この規程は，令和4年12月1日から施行する。

⒊ 三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進専門委員会細則

（令和4年11月22日細則第885号）

（趣旨）

第 1条 この細則は，三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部規程（以下「規程」とい

う。）第8条第2項の規定に基づき，三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進専門委員会

（以下「専門委員会」という。）に関し必要な事項を定める。

（業務）

第 2条 専門委員会は，次に掲げる事項を処理する。

⑴ ダイバーシティ・インクルージョンの推進に係る具体的方策の計画及びその実施に関する事項

⑵ ダイバーシティ・インクルージョンに関する調査及び分析に関する事項

⑶ その他三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部（以下「推進本部」という。）か

ら付託を受けた専門的事項

（組織）

第 3条 専門委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

⑴ 推進本部長が指名するダイバーシティ・インクルージョンの推進を担当する理事又は副学長

1名

⑵ 各学部又は研究科から推薦された大学教員 各1名

⑶ 高等教育デザイン・推進機構から推薦された大学教員 1名

⑷ 学生総合支援機構から推薦された大学教員 1名

⑸ 医学部附属病院から推薦された大学教員及び医療職員 各1名

⑹ 企画総務部長

⑺ その他本学の職員で専門委員会が必要と認めた者

2 前項第2号から第5号及び第7号の委員の任期は，2年とし，再任を妨げない。ただし，同項第2号か

ら第4号までの委員に欠員が生じた場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長）

第 4条 専門委員会に委員長を置き，前条第1項第1号の委員をもって充てる。
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2 委員長は，専門委員会を招集し，その議長となる。

3 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務を代行する。

（会議）

第 5条 専門委員会は，委員の過半数の出席をもって成立する。

2 専門委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところ

による。

（委員以外の者の出席）

第 6条 専門委員会が必要と認めたときは，委員以外の者を出席させ，意見又は説明を聴くことがで

きる。

（庶務）

第 7条 専門委員会の庶務は，三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進室において処理す

る。

（雑則）

第10条 この細則に定めるもののほか，専門委員会の運営に関し必要な事項は，専門委員会が別に定

める。

附 則

1 この規程は，令和4年12月1日から施行する。

2 この細則の施行の際現に廃止前の三重大学ダイバーシティ推進委員会規程（令和4年3月24日制

定）第3条第1項第2号から第4号及び第6号の委員である者は，この規程第3条第1項第2号，第3号，

第5号及び第7号の委員とみなし，その任期は，同条第2項の規定にかかわらず，従前の残任期間と

する。

3 この細則の施行後最初に任命される第3条第1項第4号の委員任期は，同条第2項の規定にかかわら

ず，令和6年3月31日までとする。

⒋ 三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進室内規

（令和4年11月22日内規第886号）

（趣旨）

第 1条 この内規は，三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部規程第8条第3項に規定

する三重大学ダイバーシティ・インクルージョン推進室（以下「推進室」という。）に関し必要

な事項を定める。

（業務）

第 2条 推進室は，ダイバーシティ・インクルージョンの推進に係る業務を処理する。

（組織）

第 3条 推進室は，次に掲げる者をもって組織する。

⑴ 室長

⑵ 副室長

⑶ 兼務の大学教員

⑷ その他必要な職員

（室長等）

第 4条 室長は，推進室の業務を掌理し，ダイバーシティ・インクルージョンの推進を担当する副

学長をもって充てる。

2 副室長は，室長を補佐し，室長が指名する。

（雑則）

第 5条 この内規に定めるもののほか，推進室の運営に関し必要な事項は，室長が別に定める。

附 則

1 この内規は，令和4年12月1日から施行する。

2 三重大学ダイバーシティ推進室内規（令和4年3月24日制定）は，廃止する。
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⒌ 三重大学一般事業主行動計画
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表紙のシンボルマークについて

「三重の働き方改革推進企業」登録制度の

シンボルマークです。

「くるみんマーク」は，「子育てサポート

企業」として，厚生労働大臣の認定（くる

みん認定）を受けた企業・法人の証です。
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